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平成 22 年 10 月 15 日 

各    位 

会 社 名 株 式 会 社  Ｊ Ｉ Ｅ Ｃ 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 古 沼 政 則 

  （コード番号4291 東証第２部） 

問合せ先 社長室長兼経理部長 佐 藤  隆 

（ T e l． 0 3 - 5 3 2 6 - 3 3 3 1） 

 

当社の親会社名 株 式 会 社  Ｃ Ｓ Ｋ   

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 中 西    毅 

  （コード番号9737 東証第１部） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成22年４月23日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたの

でお知らせいたします。 

 

記 

 

平成 23年３月期第 2四半期(累計)個別業績予想数値の修正(平成 22年４月１日～平成 22年９月 30日) 

 売上高 営業利益 経常利益
四半期 
純利益 

一株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 5,400 170 170 100 1,457 92

今 回 発 表 予 想 （Ｂ） 5,380 340 350 190 2,770 04

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △20 170 180 90 －

増 減 率 （％） △0.4 100.0 105.9 90.0 －

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年３月期第２四半期） 
5,022 8 19 1 21 35

 

 

修正の理由 

   <第 2 四半期累計期間> 

第 2 四半期累計期間については、受注が比較的好調だったこともあって、売上高はほぼ予想通

りとなりました。また、利益面については、前期に比べて要員の不稼働が減少したことやコスト

抑制を行ったことにより、期初予想を大幅に上回る結果となりました。 
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  <通期> 

米国の景気回復の遅れ、それを背景としたドル安に伴い急激に進む円高の流れやソブリンリス

クなどの影響もあって、国内経済の先行きは再び不透明さを増しております。 

これらの影響は、当社の顧客企業における情報化投資を再び鈍化させる可能性もあり、その動

向については注視する必要があることから、平成 22 年４月 23 日発表の通期業績予想は据え置き

いたします。 

 

※業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績

は今後さまざまな要因によって予想値と異なる場合があります。 
 

以  上 


